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ポイント
・「100年後の決算書」を意識した長期視点の経営を実践
・企業やブランドを支えるのは利益ではなく「物語」
・秋田の豊かな文化や地域資源を活用し、世界へむけた新たな価値創造に挑戦

ドリームリンク様の取り組み（経営者としての
信条）についてお願いいたします

私は経営を考えるとき、常に「100年後の決算
書」を意識しています。多くの企業は来年の業績
や数年後の成長を目標にしますが、本当に大切な
のは、孫の世代、そのまた先の世代まで企業が存
在し続けることだと思っています。100年続く企
業を見ていると、単に利益を上げているだけでは
なく、それぞれに受け継がれてきた理念や文化、
そして物語があります。私は、その物語こそが企
業の根幹であり、長く愛される理由だと考えてい
ます。
そこで大切にしているのが、「今の自分たちの

ためだけではなく、未来の世代のために何を残せ
るか」という視点です。木を育てるように、今の
経営者が土を耕し、水を与え、次の世代が引き継

ぎながら成長させていく。その繰り返しによって
企業は100年以上続いていくのだと思います。私
はかねてから「100年企業の会」を創設し日本全国
に広げたいと考えており、経営者同士が長寿企業
の知恵を学び合うことで、日本全体の企業力が向
上し、延いては日本国の経済力向上につながると
信じています。
また、私自身は会社を一つの「国」と捉えてい

ます。人間の幸せを決める要因の一つとして「ど
のような国に住んでいるのか？」という環境が大
きく影響します。社員とその家族を国民、企業の
利益は国の財力と捉える考え方です。経営者の役
割は利益を追求するだけではなく、国民である社
員が安心して働き、家族が幸せになり、国を取り
巻く地域社会に貢献できる環境を整えることで
す。それを実現する利益は大切な手段ですが、利
益を独占するのではなく、社員や社会に還元、そ
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して循環させていくことが大切だと思っていま
す。
日本の宝物である喫茶店の復活など、失われつ
つある日本の文化、そして、秋田の文化を守り、
物語を持ったブランドづくりを大切にしながら、
飲食業の枠にとらわれない新たな価値の創造にも
挑戦していきます。そうした挑戦を積み重ねた先
にある大きな目標の一つが、「100年後に世界一の
カフェチェーンになること」です。一見すると大
きすぎる夢に聞こえるかもしれません。しかし、
経営者は夢を語り続けることが大切です。創業当
初、秋田から全国展開を目指すと言った時も多く
の人に笑われましたが、今ではそれが現実になっ
ています。夢は語り続けることで人を巻き込み、
やがて現実になっていく。そう信じて、これから
も挑戦を続けていきます。

現在の業界環境についてはいかがでしょう

飲食業界を取り巻く環境は、コロナ禍を境に大
きく変化しました。特に居酒屋業態は宴会需要や
二次会需要が減少し、多くの事業者が厳しい状況
に置かれています。人口減少が進む秋田では、そ
の影響がより顕著に表れていると感じています。
実際、以前の常識が通用しなくなり、業界全体が
新しい時代への適応を求められています。
ただ、私は悲観していません。なぜなら飲食業
は人間の生活に欠かせない「衣食住」の一つだか
らです。冠婚葬祭や家族の記念日、友人との語ら
いなど、人が集い、食事を囲む文化はなくなるこ
とがありません。コロナ禍ではオンライン飲み会
なども広がりましたが、結局は人と人が直接会
い、同じ空間で時間を共有する価値の大切さが改
めて見直されていると感じています。
その一方で、経営者には変化への迅速な対応力
が求められています。当社では従来の居酒屋業態
だけに依存するのではなく、カフェや物販、出版
事業、フランチャイズ展開など新たな取り組みを
進めています。環境が変われば経営の在り方も変
わらなければなりません。時代を嘆くのではな
く、その時代の中でどう価値を生み出すかが重要
です。
また、私は秋田に本社を置き続けていることに
も意味があると思っています。創業時に秋田県や
地元金融機関から多くの支援をいただきました。
そのご恩は決して忘れません。そのご恩返しの一
つとして、本社機能を秋田に置き、全国から我々
に会いに来る人を呼び込むこと、税金などが地元
へ払われることなどが地域経済への貢献になると

考えています。そして、私の活動拠点は首都圏を
メインとしております。世界五大都市と言われる
東京にはあらゆる情報や組織、人物が集まってお
ります。それらと交流を持つことは、弊社の事業
発展に大きく貢献しております。それだけに留ま
らず、秋田の良さをアピールし秋田を知って頂
く。実際に秋田に来て頂き、秋田を見て頂く。こ
の様な活動を繰り返す事で弊社に限らず秋田の企
業と新しい取引が始まったり、人物の交流が生ま
れたりします。厳しい環境だからこそ、地域の可
能性を信じて新しい挑戦をし続けることが大切だ
と思います。

御社の独自性、特徴を踏まえた将来展望につい
てお聞かせください

当社の特徴は、商品や店舗そのものではなく、
「物語」をつくることにあります。私は100年以上
続く企業には必ず物語があると考えています。例
えばテーマパークが長く愛されるのも、そこに人
を引きつけるストーリーがあるからです。私たち
も飲食店を単なる飲食の場ではなく、物語を体験
できる空間として提供することを目指していま
す。
その象徴がカフェ「赤居文庫」です。ここでは
天候によって本棚のテーマや店内演出、メニュー
が変化し、お客様に毎回異なる体験を提供してい
ます。また、モーニングサービスにも独自の工夫
を取り入れています。一般的な飲食店が価格競争
を行う中で、私たちは価格ではなく体験価値を高
めることで差別化を図っています。お客様に長く
滞在していただき、豊かな時間を過ごしていただ
くことが私たちの目指す方向です。
さらに、クリスマスをテーマにした絵本出版事
業にも取り組んでいます。毎年11月１日に１冊ず
つ絵本を出版し、それを100年間続けることで100
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の物語をつくる。そして将来的には、その物語を
体験できるテーマパークをつくりたいという夢が
あります。普通の飲食店では考えないような取り
組みかもしれませんが、この積み重ねが企業文化
となり、次の世代に受け継がれていくのです。
また、今後は地域資源を活用した商品開発に

も、さらに力を入れていきたいと考えています。
その取り組みの一つが、100年後に残る新たな郷
土料理と文化の創造を目指す構想です。日本には
「おでん」という食文化があります。しかしインバ
ウンドを考えた時、「日本にお寿司、お蕎麦、うな
ぎなどを食べに行こう」という動機があっても、
「おでんを食べに行こう」という動機はほとんど
ないと聞きます。つまりここには隙間がありま
す。日本全国47都道府県にそれぞれの特徴を表現
した「〇〇おでん」があったら面白いのではない
でしょうか。例えば秋田であれば「秋田おでん」。
秋田には「しょっつる」という魚醤があるので、
私たちは「しょっつるを垂らしたおでんが秋田お
でん」というどこの店でもできる簡単な定義を発
表、現在「さけ富」という店を「秋田おでんの店」
として営んでおり、全国から多くの観光客の方に
いらして頂いております。「山形おでん」「広島お
でん」「長崎おでん」という具合に地域ごとに特色
のある47都道府県おでんがあれば、日本は魅力的
な「おでんの国」となります。これが実現すると、
全国おでん巡りというツアーが現実となり、イン
バウンドの旅行を含め日本国中に新たな潤いが誕
生するのではないでしょうか。
そして秋田を「日本47都道府県おでん文化発祥

の聖地」とし、ふるさと秋田を売り出しながら、
日本の新たな食文化を育てていきたいと思ってい
ます。
そしてこれからは、飲食業の枠にとらわれるこ

となく、「消滅した集落を復活させるアイデア」な
どドリームリンクらしい発想をどんどん形にし、
地域社会のお役にたつ企業を念頭に、秋田の良
さ、日本の良さを世界へ発信できる企業を目指し
てまいります。

最後に読者である地域企業に向けたメッセージ
をお願いします

「秋田は人口が減る」「経済規模が小さい」「雪が
多い」といった声を耳にします。しかし私は、そ
うした言葉の多くは見方を変えれば強みにもなる
と思っています。大切なのは、ないものではなく、
あるものに目を向けることだと考えます。
例えば雪です。雪は不便さの象徴として語られ

ますが、私は地域で助け合う心を育てる大切な資
源だと思っています。また、人口減少についても、
見方を変えれば全国に秋田出身者のネットワーク
が広がっているということでもあります。自然環
境が豊かで、独自の文化や食材が数多く残ってい
ることも、他県にはない大きな財産です。
私は全国47都道府県を見てきましたが、秋田は

日本一可能性を秘めた県だと感じています。先人
たちは優れた文化や商品を創り残してくれまし
た。私たちに残されているのは、それをどう売る
か、どう伝えるかという課題です。つまり、まだ
まだ私たちのやるべきことは残されているという
ことです。
また、秋田は経営者にとって非常に良い挑戦の

場でもあります。人口の多い都市部で成功したも
のを地方へ持ってくるのは簡単ですが、人が少な
い地域で支持されるブランドをつくることは難し
い。その難しい環境で成功したブランドは、本当
に強いブランドになります。私は秋田こそ経営者
にとって最高の土壌だと思っています。ぜひ地域
の魅力を信じ、夢を語り、挑戦を続けていただき
たいと思います。秋田にはまだまだ無限の可能性
があります。

本日はありがとうございました。

株式会社ドリームリンク
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